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No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

１

徳
吉
遺
跡

古
墳
時
代
～
中
世

２

長
合
遺
跡

弥
生
土
器
な
ど
多
数
の
土
器
を
確

認
。

３

上
ゲ
西
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

４

尾
崎
遺
跡

弥
生
時
代

５

久
保
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

６

久
保
古
墳

円
墳
状
の
古
墳

７

行
者
山
古
墳

円
墳
状
の
古
墳

８

東
光
寺
遺
跡

古
墳
時
代
～
中
世

９

惣
津
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

石
斧
が
出
土
。

10

岩
永
Ｂ
遺
跡

詳
細
不
明

11

上
段
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

　
現
在
、
東
公
民
館
区
域
内
で
は
『
遺
跡
』
が
約
30
ヵ
所
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
石
城
山
～
田
布
施
駅
～
柳
井
市
境
と
広
い
範
囲
に

点
在
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
時
代
も
弥
生
～
中
世
（
鎌
倉
・
室

町
時
代
）
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎
25
‐
３
１
８
５

東
田
布
施
公
民
館
区
域
内
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
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室
』、『
カ
ブ
ト
ム
シ
を
探
せ
！
』な

ど
田
布
施
の
自
然
を
生
か
し
た
体

験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
た
ぶ
せ
少
年
少
女
合
唱
団

　

地
域
へ
の
音
楽
の
普
及
、
心
豊
か

な
青
少
年
の
育
成
、
若
手
芸
術
家

の
育
成
を
目
的
に
毎
週
土
・
日
曜

日
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◇
た
ぶ
せ
天
体
教
室

　

夜
空
に
輝
く
月
や
惑
星
、
星
座
な

ど
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
天
体

シ
ョ
ー
を
観
察
で
き
ま
す
。

◇
田
布
施
町
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

　

ア
イ
デ
ア
工
作
や
科
学
工
作
な
ど

の
製
作
活
動
を
通
し
て
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
布
施
町
地
域
協

育
ネ
ッ
ト
で
は
、
地
域
・
学
校
・
家

庭
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
田
布
施

町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

12

三
反
地
遺
跡

土
坑
６
基
と
古
墳
時
代
の
土
器
を
中
心
と
し
た
弥
生
時
代
～
中
世
の
遺
物
を
確
認
。

13

平
井
遺
跡

石
城
山
と
行
者
山
の
山
間
に
位
置
す
る
。
弥
生
～
古
墳
時
代
を
中
心
と
す
る
集
落
跡

で
、
弥
生
土
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
・
石
器
な
ど
が
出
土
す
る
。

14

堀
川
遺
跡

土
坑
２
基
、
溝
３
条
、
柱
穴
26
個
の
遺
構
、
土
師
器
の
鍋
片
と
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
剥
片

の
遺
物
を
確
認
。

15

中
屋
Ｂ
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
の
３
棟
の
竪
穴
建
物
な
ど
を
確
認
。

16

水
奥
遺
跡

中
世
ご
ろ
の
掘
立
柱
建
物
２
棟
、
溝
３
条
、
土
坑
６
基
、
土
器
が
大
量
に
投
棄
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
を
確
認
。

17

西
河
内
遺
跡

遺
物
包
含
層
か
ら
多
数
の
弥
生
土
器
が
出
土
。

18

徳
吉
古
墳
群

３
基
の
墳
丘
状
の
も
の
を
確
認
。

19

隣
河
内
遺
跡

遺
構
や
土
器
を
多
く
含
む
遺
物
包
含
層
を
確
認
。

20

波
野
市
遺
跡

大
内
弘
直
の
供
養
塔
、
井
戸
、
土
塁
築
地
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
弥
生
時
代
～
中

世
の
土
器
も
確
認
さ
れ
る
。

21

波
野
天
王
山
遺
跡

石
錘
や
古
墳
時
代
の
須
恵
器
の
散
布
を
確
認
。

22

八
和
田
遺
跡

礫
石
群
を
確
認
。
古
瓦
、
縄
文
時
代
～
近
世
の
土
器
が
散
布
。

23

八
和
田
古
墳

古
墳
時
代
後
期
（
１
４
０
０
年
前
ご
ろ
）
の
円
墳
。
横
穴
式
石
室
を
確
認
。

24

数
合
古
墳
群

古
墳
時
代
後
期
（
１
４
０
０
年
前
ご
ろ
）
の
古
墳
群
。
２
基
以
上
の
古
墳
を
確
認
。

25

東
光
寺
古
墳

古
墳
。
石
棺
の
蓋
ら
し
き
板
石
が
露
出
。

26

天
王
山
古
墳

古
墳
時
代
後
期
（
１
４
０
０
年
前
ご
ろ
）
の
小
円
墳
。
横
穴
式
石
室
は
大
破
。

27

天
王
原
古
墳

古
墳
時
代
後
期
の
古
墳
。
墳
丘
の
大
半
が
削
併
平
を
受
け
、
残
っ
て
い
な
い
。
横
穴

式
石
室
の
一
部
の
み
が
現
存
。
古
墳
時
代
の
土
器
・
鉄
器
・
装
飾
品
が
出
土
。

28

納
蔵
原
古
墳

古
墳
時
代
後
期
の
全
長
約
30
ｍ
の
前
方
後
円
墳
。
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
を
持
つ
。

副
葬
品
は
須
恵
器
・
鉄
刀
・
馬
具
・
装
飾
品
な
ど
が
出
土
。

29

明
地
遺
跡

弥
生
～
古
墳・室
町
時
代
の
遺
構（
竪
穴
式
住
居
55
棟
、土
坑
50
基
、墓
19
基
）を
確
認
。

弥
生
土
器
・
石
器
・
鉄
器
・
勾
玉
・
国
内
最
大
級
の
分
銅
型
土
製
品
な
ど
が
出
土
。

30

岩
永
Ａ
遺
跡

２
つ
の
遺
跡
で
10
基
以
上
の
弥
生
時
代
の
墳
丘
墓
と
古
墳
時
代
の
古
墳
を
確
認
。

２
ヵ
所
で
葺
石
と
思
わ
れ
る
石
塊
を
確
認
。
弥
生
時
代
の
青
銅
器
が
出
土
。

31

岩
永
古
墳
群

32

行
者
山
城
跡

標
高
１
９
４
ｍ
の
行
者
山
頂
部
に
、
鎌
倉
時
代
の
城
の
縄
張
り
を
確
認
。（
輪
郭
式

中
世
城
郭
跡
）

地域
の力を学校に！

「田布施町
地域協育ネット」

社会教育課   

▲ たぶせ少年少女合唱団

　
田
布
施
町
の
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
の
人
が
主
体
と
な
っ
て
、『
幼
児

期
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
の
15
年
間
の
育
ち
や
学
び
を
地

域
ぐ
る
み
で
見
守
り
、
支
援
す
る
た

め
の
仕
組
み
』で
す
。
そ
の
主
な
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
西
の
寺
子
屋（
田
布
施
西
小
学
校
）

　
『
や
さ
い
を
そ
だ
て
よ
う
！
』、『
わ

く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
！
』な
ど
地
域
講

師
に
よ
る
楽
し
い
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◇
東
田
布
施
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

手
品
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
英

会
話
な
ど
の
楽
し
い
教
室
が
、
保

護
者
や
学
校
、
地
域
住
民
の
協
力

の
も
と
開
か
れ
て
い
ま
す
。

◇
た
ぶ
せ
キ
ッ
ズ
教
室

　
『
田
植
え
に
挑
戦
！
』や『
押
し
花
教


